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subSidiary maXimumの原因についてはさらに詳細を研究が必要であるが,
我々の実験結果から特に,面体状鮭か ら融解 した試料に関するX線散乱強度は































の動産を試み,これに成功 したのでその結果について奉 告するO ＼
実験方注は直鼓 W線を巻 きつけたア}Vミナ管にあらかじめ息 子 ビーム溶解に
より充分ガス抜 きした試料を装入し,寅空中でⅥ磯 に静電 して Niを 1500





した)を行なった後得 られた Niおよび Feの StructuTE,factor a(K)
を Fig.1に,フ- リェ変換して得られた動 径分布熊数か ら求め られた最隣換
原子抵･距敵,最近接配位数をどを Table lに示めす.
ここで若干 Feの磁気散乱の鶴正について述べることにするO 中性子回折の
測定により得 られ る strucT,ur白 factorに基ずい七 pair corr81al,iori
functioriど(r)を求めて来たが,そ1_)過程で溶融 Niに際しては通常の非
違移金巌軟体の場合と同様なデータ処替方法により充分満足出来る a(K)±茅
質(r)の相互変換ならびに rippleの小さを g(r)を得 ることが出来るが
Feの夢合はいかに注意深 く非干渉性散乱,吸収あるいは多重散乱をどの耗 正
を行なって も相互変換ならびに rippleの小さを g(I)を得ることが出来 を
2)
いことを知った.
S七fucもure factor(㌃1) Ni 5.1〔､ 5｣85 ′8.10 IFe 297 ,48 795 -
radial distribution0function (A) 甲i 2.52 4,95 - I10.7ケ
Table1 Results ofneutron diffraction study
of iron and nickel in the liquid state.
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試行錯誤的に補正を実施 した経巣 ,溶融状掛 こおける Fe勝子の泰効スピン
量子数を約 0.6と見敵った場合の磁気散乱の補正は p:(I)の rippleをほほ
完全に除去 してしまうことがわかった ｡
これ らの事実か ら溶融状態の Fe鳳子にも局在磁気 モーメ:/トが存在するこ
とが予想 され る｡
Fig.1に示めす様に Ni,Feともいわゆる subsidiary;maximumの様
を特異性は全 く諦め られす Ni は packing densり y- 0.45 , Feは pakj.ng
d･ensity- 0･44で算出した Hard-SphereMod91と,かなり良い一致を示
めした ｡ なお F･eについては 臼ard SphereModelに よる a(0)の値と等温
5)
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A,また動贋 分布鍾数により･得 られ年始巣は,一般の 五etalが融解 した場合 と
同様の最隣原子間拒艶,配位数の変化を示め しているO
最後に束研究の うち N主の勘定については新海大 ･田巻氏,東北大金 研 ･柳
尾氏が従事された事を付記致 します｡
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